
【
各
論
】

『
土
芥
鬼
欝
記
』
と
改
易
大
名
の
関
係
に
つ
い
て

田
添
勢
多

は
じ
め
に

　
今
回
の
報
告
の
第
二
班
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
『
土
芥
窟
導
電
』
の
編
者
・
編
纂

目
的
を
探
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
」
と
い
う
事
で
あ
り
、
第
一
回
の
報
告
は
個

別
に
関
心
の
あ
る
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
、
第
二
回
の
報
告
は
江

戸
城
の
殿
席
か
ら
『
土
芥
冠
灘
記
』
及
び
『
諌
午
後
正
』
覚
書
の
特
徴
を
班
全

体
作
業
と
し
て
探
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
自
身
の
テ
ー
マ
と
し
て
『
土
芥

冠
雛
記
』
の
成
立
時
期
と
い
わ
れ
て
い
る
元
禄
三
年
か
ら
四
年
以
降
に
改
易
さ

れ
た
大
名
に
注
目
し
、
『
土
芥
六
百
記
』
の
そ
れ
ら
の
大
名
の
評
価
と
比
較
し
、

そ
れ
ら
の
処
分
に
対
し
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
な
か
の
評
価
に
何
ら
か
の
傾
向
性

が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
探
っ
て
い
く
。
ま
た
、
こ
の
際
に
お
い
て
、

改
易
の
処
分
へ
の
詳
細
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
詳
細
に
改
易
の
処
分
理
由
、
そ
の
後
の
家
門
の
存
続
な
ど
は
い
か
な
る

も
の
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
み
て
い
ぎ
だ
い
と
思
う
。

　
ま
ず
注
目
す
る
大
名
に
つ
い
て
は
元
禄
三
年
以
降
で
、
か
つ
、
綱
吉
政
権
期

（
1
6
8
0
～
1
7
0
9
）
に
改
易
さ
れ
た
大
名
た
ち
で
あ
る
。
次
に
、
具
体

的
な
作
業
内
容
は
、
『
土
芥
憲
簾
記
』
か
ら
上
記
し
た
大
名
の
抽
出
、
『
徳
川
実

紀
』
・
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
っ
て
処
分
理
由
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

○
改
易
・
接
尾
さ
れ
た
大
名
た
ち

　
ま
ず
改
易
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
そ
こ
で
笠
谷
和
比
古
氏
の
『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』

の
大
名
改
易
論
か
ら
引
用
さ
せ
て
も
ら
う
と
「
幾
つ
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
大

名
の
領
地
を
幕
府
が
没
収
し
、
当
該
大
名
が
そ
れ
ま
で
保
持
し
て
き
た
武
家
社

会
内
で
の
身
分
的
地
位
を
剥
奪
し
、
そ
の
大
名
の
「
家
」
を
廃
絶
せ
し
め
て
し

ま
う
か
、
な
い
し
は
、
小
規
模
の
大
名
・
旗
本
の
形
ま
で
お
と
し
め
て
、
家
名

の
存
続
の
み
を
認
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
除
封
」
と
も
「
領
地
召
上
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
」
と
あ
る
。
ま
た
そ
の
改
易
さ
れ
る
幾
つ
か
の
理
由
と
し
て
「
三

上
参
次
、
栗
田
元
次
両
氏
の
研
究
か
ら
関
が
原
の
戦
な
ど
の
戦
争
に
基
づ
く
「
軍

事
的
原
因
」
、
後
継
者
の
欠
如
に
よ
る
も
の
と
し
て
「
族
制
的
原
因
」
、
武
家
諸

法
度
な
ど
の
三
法
へ
の
抵
触
や
不
行
跡
に
よ
る
「
法
律
的
原
因
」
の
3
類
型
が

存
在
し
今
日
に
お
い
て
の
基
本
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
前

提
に
改
易
さ
れ
た
大
名
を
抽
出
し
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
に
ま
た
減
封
と
い
う
処

分
も
、
改
易
の
類
別
に
比
定
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

　
設
定
し
た
期
間
内
（
1
6
9
0
～
1
7
0
9
）
の
改
易
・
三
雲
さ
れ
た
大
名

の
総
数
は
2
0
家
で
あ
り
、
ま
た
上
記
の
類
型
に
よ
る
区
別
に
よ
る
と
「
族
制

的
原
因
」
に
よ
る
も
の
が
9
家
、
「
法
律
的
原
因
」
に
よ
る
も
の
が
1
3
家
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
改
易
さ
れ
た
段
階
で
の
大
名
（
当
主
）
の
な
か
で
『
土
芥
憲
儲

記
』
の
な
か
に
直
接
の
記
述
の
あ
る
も
の
は
1
1
大
名
で
あ
る
。
ま
た
家
門
で
考

え
れ
ば
、
2
0
家
す
べ
て
の
家
に
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
大
名
を
列
挙
し
て

見
る
と
、
「
法
律
的
原
因
」
に
よ
り
、
か
つ
記
載
の
あ
る
も
の
は
、
松
平
忠
弘
、

本
多
正
利
、
松
平
忠
之
、
本
多
重
益
、
小
笠
原
長
胤
、
浅
野
長
矩
、
丹
羽
氏
音
、

松
平
忠
烈
の
八
名
、
「
法
律
的
原
因
」
に
よ
り
、
か
つ
記
載
の
な
い
も
の
は
、
西

郷
寿
員
、
伊
達
村
和
、
井
伊
直
朝
の
三
皇
、
「
族
制
的
原
因
」
に
よ
り
、
か
つ
記

載
の
あ
る
も
の
は
、
遠
藤
常
久
、
水
谷
勝
美
、
織
田
信
武
、
森
長
武
、
森
長
成
、

の
五
二
「
族
制
的
原
因
」
に
よ
り
、
か
つ
記
載
の
な
い
も
の
は
小
出
史
興
、
小

出
英
及
、
水
野
勝
零
、
伊
丹
勝
守
の
店
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
類
型
分
け
し

た
の
は
、
「
法
律
的
原
因
」
に
よ
る
改
易
は
、
家
門
と
い
う
枠
組
み
よ
り
、
そ
の

当
時
の
当
主
に
起
因
す
る
要
素
が
大
き
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
土

芥
逡
嵯
記
』
の
評
価
と
改
易
の
理
由
を
比
較
し
、
何
ら
か
の
傾
向
性
を
見
い
だ

し
て
い
く
と
き
に
、
改
易
さ
れ
た
理
由
が
「
法
律
的
原
因
」
か
つ
『
土
芥
冠
健

記
』
に
直
接
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
比
較
が
一
番
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
他
の
事
例
を
捨
象
す
る
事
を
意
味
し
な
い
が
、

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
類
す
る
大
名
に
つ
い
て
み
て
い
ぎ
だ
い
と
思
う
。

特
に

1
．
本
多
飛
騨
守
藤
原
重
益
（
9
6
）
【
越
前
丸
岡
　
5
0
，
0
0
0
石
】

　
ま
ず
『
土
芥
冠
雛
記
』
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
本
文
に
は

「
重
益
、
文
武
共
ニ
サ
ノ
ミ
不
学
、
仏
道
ヲ
好
、
僧
侶
ヲ
寵
愛
ス
。
行
跡
淳
直

ニ
シ
テ
、
誉
モ
ナ
ク
、
誹
モ
ナ
シ
。
美
少
人
ヲ
愛
ス
情
思
。
且
ツ
好
ム
女
色
ヲ

モ
。
」
と
あ
り
、
文
武
を
学
ば
ず
し
て
、
仏
道
を
好
み
、
男
色
・
女
色
を
好
む
と

あ
る
が
、
行
跡
は
素
直
で
非
難
も
受
け
ず
ま
た
賞
賛
も
受
け
て
い
な
い
と
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
評
に
は
「
重
益
、
武
モ
文
モ
不
学
バ
、
仏
道
計
ヲ
被
好
ゆ
、
片

也
。
是
ト
シ
難
シ
。
…
此
ノ
両
道
二
疎
キ
ヲ
名
ク
闇
将
ト
。
」
「
此
伝
、
仏
学
シ

ナ
ガ
ラ
，
男
色
・
女
色
相
共
二
好
メ
ル
ハ
、
何
？
ゾ
ヤ
。
」
「
重
益
ノ
学
智
ハ
、

仏
ノ
四
智
ニ
モ
非
ズ
。
荘
老
ノ
智
ニ
モ
非
ズ
。
聖
人
ノ
智
ニ
モ
非
ズ
。
サ
ク
智

成
ル
故
二
、
外
ヲ
飾
り
テ
、
仏
智
ヲ
真
似
、
心
ハ
色
欲
二
溺
レ
行
跡
仏
者
に
不

相
応
。
如
斯
ハ
、
罪
甚
ダ
重
シ
。
愛
ヲ
以
テ
評
セ
バ
非
ズ
文
二
、
非
ズ
武
二
、

非
ズ
仏
二
、
非
ズ
荘
・
老
二
。
当
世
様
ノ
二
人
也
。
」
「
然
ド
モ
、
　
一
遍
二
尊
敷

ト
モ
誹
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
…
誹
ル
モ
誉
モ
ナ
キ
ハ
、
善
之
内
事
ル
ベ
シ
。
」
と
あ
り
、

謳
歌
評
説
に
お
い
て
は
文
武
を
学
ば
な
い
こ
と
は
闇
将
と
い
わ
れ
る
と
し
、
ま

た
、
仏
道
を
好
み
、
か
つ
、
男
色
・
女
色
を
好
む
の
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
外
聞
を
仏
道
に
よ
っ
て
飾
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
当
の
無
智
で
は
な

い
と
指
摘
し
、
そ
の
こ
と
を
持
っ
て
評
す
れ
ば
宮
人
と
す
る
の
が
当
然
だ
が
、

し
か
し
、
本
文
の
「
誉
モ
ナ
ク
、
誹
モ
ナ
シ
。
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
善
之
内
タ

ル
ベ
シ
。
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
改
易
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
ま
ず
『
徳
川
実
記
』
に
よ

れ
ば
、
元
禄
八
年
三
月
二
十
二
目
「
家
人
を
治
る
さ
ま
よ
か
ら
ず
。
か
つ
食
物

を
断
て
非
道
の
ふ
る
ま
い
あ
り
と
て
。
封
地
四
万
三
千
六
百
石
没
入
あ
り
。
」

と
あ
り
、
ま
た
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
「
元
禄
八
年
応
益
常
に
政
事

よ
ろ
し
か
ら
ず
家
臣
罪
科
あ
り
と
て
其
事
を
絶
せ
し
こ
と
な
ど
、
非
道
な
る
挙

動
な
り
と
て
所
領
を
没
収
せ
ら
れ
、
…
」
と
あ
る
。

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ

2
　
松
平
佐
渡
守
暦
書
充
（
0
）
【
伊
勢
長
島
　
1
0
，
0
0
0
万
石
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
ず
『
土
芥
手
離
記
』
に
お
け
る
忠
言
の
評
価
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
本

文
に
は
「
忠
充
、
才
智
過
ル
程
也
。
文
武
之
沙
汰
ナ
シ
。
身
上
恰
合
二
過
、
家

人
之
仕
ヒ
様
、
位
高
過
テ
、
士
卒
迷
惑
ス
。
内
外
共
二
、
忠
充
通
ル
時
ハ
、
家

士
ド
モ
頭
ヲ
地
二
付
、
手
ヲ
突
、
平
伏
シ
主
人
ヲ
不
見
。
若
シ
少
モ
頭
高
ケ
レ

バ
、
稠
シ
ク
呵
ヲ
得
、
或
ハ
閉
門
逼
塞
ス
。
父
良
尚
二
似
て
、
女
色
・
美
少
人

両
様
ヲ
好
ミ
愛
ス
。
但
シ
良
尚
ハ
、
心
悠
然
ト
シ
テ
、
行
跡
寛
惇
二
、
人
使
ヒ

ヨ
カ
リ
シ
。
今
忠
充
ハ
、
行
義
強
ク
、
人
使
ヒ
情
宜
カ
ラ
。
」
と
あ
り
、
忠
充
は

家
臣
に
対
し
て
の
接
し
方
が
居
丈
高
で
、
気
位
が
以
上
に
高
く
、
そ
れ
が
家
臣

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
父
に
似
て
美
女
・
少
年
を
好

ん
で
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
評
の
部
分
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
「
文
武
之
無
学
、
黒
円
人
使
ヒ
悪

舗
、
且
ツ
美
女
・
少
人
寵
愛
之
難
ア
ル
事
ハ
、
前
装
段
々
図
葉
ル
故
旧
、
無
漏
。

毒
悪
ク
ト
可
シ
知
ル
。
行
義
強
キ
モ
、
過
言
ル
故
二
、
家
人
迷
惑
ス
。
僅
一
万

石
身
上
ニ
テ
、
頭
ヲ
地
目
付
サ
ス
ル
事
、
分
相
応
也
。
一
二
箇
国
ヲ
モ
領
ス
ル

人
之
家
人
ハ
、
生
成
テ
這
フ
ベ
キ
ニ
ヤ
。
忠
充
之
行
義
ハ
、
分
限
二
過
テ
、
諸

人
笑
フ
之
。
」
「
本
文
之
如
ク
ン
バ
、
智
二
似
タ
ル
愚
将
ト
ス
ベ
シ
。
」
と
あ
り
、

気
位
が
非
常
に
高
い
こ
と
は
、
家
臣
に
迷
惑
を
か
け
、
ま
た
、
一
万
石
の
身
の

上
の
も
の
が
家
臣
に
頭
を
地
に
つ
け
さ
せ
る
の
は
分
相
応
だ
と
し
、
さ
ら
に
、

家
臣
と
頭
を
地
に
つ
け
さ
せ
目
を
合
わ
せ
な
い
こ
と
は
主
人
（
主
君
）
に
と
っ

て
も
不
利
益
が
あ
る
の
だ
と
主
張
し
、
最
後
は
愚
将
と
判
断
す
る
の
が
よ
い
と

し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
改
易
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
『
徳
川
実
記
』
に
よ
る
と
元
禄
十

五
年
八
月
二
十
一
日
「
伊
勢
国
長
島
城
主
松
平
佐
渡
守
忠
充
失
心
し
て
家
司
三

人
置
で
腹
切
ら
せ
。
其
実
を
も
切
で
す
て
た
る
よ
し
一
族
等
訴
る
に
よ
り
。
城

地
没
入
あ
り
。
」
ま
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
「
元
禄
十
五
年
八
月
十
五
日

重
役
の
家
臣
三
人
を
切
腹
せ
し
め
、
二
子
四
人
を
死
刑
に
行
ひ
し
に
よ
り
、
親

族
等
其
故
を
た
つ
ぬ
る
の
と
こ
ろ
、
全
く
狂
気
の
い
た
す
と
こ
ろ
な
り
し
か
ば
、

其
こ
と
言
上
に
及
ぶ
。
二
十
一
日
こ
の
こ
と
に
よ
り
て
城
地
を
収
公
せ
ら
る
。
」

と
あ
る
よ
う
に
元
禄
十
五
年
（
1
7
0
2
）
重
臣
三
人
と
そ
の
子
供
ら
四
人
を
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殺
害
し
、
遺
族
に
訴
え
ら
れ
、
重
臣
ら
に
落
ち
度
は
な
く
、
忠
充
が
狂
気
を
発

し
て
の
凶
行
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
に
所
領
を
没
収
さ
れ
た
。

　
ま
た
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、

息
子
の
康
顯
の
条
に
お
い
て
「
元
禄
十
五
年
八
月
二
十
一
日
父
忠
充
狂
気
せ
る

に
ま
り
、
城
地
を
収
め
ら
る
る
と
い
へ
ど
も
、
家
筋
を
お
ぼ
し
召
れ
、
信
濃
國

佐
久
郡
の
内
に
を
い
て
五
千
石
を
た
ま
ひ
、
寄
合
に
列
す
。
時
に
十
二
歳
こ
の

日
弟
造
酒
之
丞
尚
慶
（
豊
郷
）
に
も
千
石
の
地
を
充
行
は
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に

家
の
存
続
を
認
め
て
い
る
。

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

3
　
丹
羽
庄
之
助
源
氏
音
（
6
）
【
美
濃
岩
村
　
1
9
　
0
0
0
石
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
同
様
に
『
土
芥
二
宮
記
』
に
お
け
る
五
音
の
評
価
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
本

文
に
は
、
「
氏
音
、
若
年
タ
ル
故
、
早
笛
ノ
政
道
、
先
規
ノ
如
ク
家
老
ド
モ
執
行

ス
。
家
民
ヲ
恵
ム
ニ
モ
非
ズ
。
鼠
食
リ
モ
セ
ズ
。
氏
音
ハ
利
発
二
見
ル
。
然
レ

ド
モ
、
未
ダ
善
悪
ノ
差
別
知
レ
難
シ
。
」
と
あ
り
、
氏
音
は
幼
年
（
七
歳
）
の
た

め
に
政
治
は
家
老
が
執
り
行
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
よ
く
も
な
く
、
わ
る
く
も
な

い
と
し
て
い
る
。
ま
た
評
の
部
分
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
「
…
本
文
二
委
細
ヲ

記
セ
ザ
レ
バ
、
評
シ
難
シ
。
幼
君
を
モ
リ
立
ル
ニ
ハ
、
善
人
を
勝
り
、
道
有
ル

者
ヲ
選
ビ
テ
、
近
臣
ト
シ
、
仮
初
ニ
モ
破
沙
羅
ヲ
不
行
ゼ
、
儒
者
ヲ
召
置
、
文

学
ア
ル
様
ニ
ス
ル
ガ
、
忠
臣
ノ
法
也
。
構
テ
怠
ル
事
ナ
カ
レ
。
」
と
あ
り
、
三
音

に
関
し
て
は
幼
君
で
評
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
一
方
で
善
人
で

道
の
有
る
も
の
を
近
臣
と
し
て
、
文
学
の
あ
る
よ
う
に
す
る
の
が
忠
臣
の
心
得

と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
改
易
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
『
徳
川
実
紀
』
に
お
い
て
は
「
其
家
人

等
廿
絵
急
設
を
む
す
び
。
騒
擾
せ
し
に
よ
て
な
り
。
家
人
等
死
刑
。
遠
流
。
追

放
に
庭
せ
ら
る
る
者
多
し
。
」
ま
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
お
い
て
は
「
こ
の

年
岩
村
の
商
計
貧
邪
の
所
為
あ
り
し
に
、
漸
く
あ
ら
わ
れ
し
か
ば
、
こ
れ
を
糾

明
せ
し
む
る
の
と
こ
ろ
、
家
従
等
そ
の
事
に
託
し
て
私
欲
を
さ
し
は
さ
み
、
互

に
黛
を
む
す
び
て
我
意
を
立
ん
と
す
。
し
か
る
に
徒
黛
の
も
の
凡
二
十
歌
人
に

し
て
、
其
罪
に
著
す
べ
き
の
詮
議
容
易
な
ら
ざ
る
が
ゆ
へ
、
遅
々
に
及
ぶ
の
あ

ひ
だ
、
す
で
に
上
聞
に
達
し
、
家
臣
等
を
按
問
せ
ら
れ
、
十
五
年
六
月
二
十
二

日
家
臣
等
三
十
鯨
人
重
科
に
庭
せ
ら
る
。
こ
の
日
吸
音
も
家
の
掟
よ
か
ら
ざ
る

こ
と
を
餐
め
ら
れ
、
岩
村
の
城
地
を
収
め
、
所
領
を
削
て
一
萬
石
と
な
さ
れ
筋

遠
今
橋
外
の
居
邸
を
本
所
に
移
し
て
閉
門
せ
し
め
ら
る
。
」
と
あ
り
、
具
体
的
に

は
分
か
ら
な
い
が
、
岩
村
の
商
賞
貧
邪
の
所
為
の
際
に
、
家
臣
が
私
欲
を
求
め

て
関
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
事
の
詮
議
が
長
引
き
、
そ
の
後
に
幕
府
の
聞
こ
え
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
幕
府
に
よ
る
詮
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
際
に
氏
音
の
家
の

掟
が
悪
い
と
い
う
理
由
で
減
封
の
処
分
に
あ
っ
て
い
る
。

○
終
わ
り
に
（
考
察
と
感
想
）

　
個
別
に
見
た
大
名
や
『
元
禄
期
の
幕
政
と
大
名
た
ち
』
の
中
の
大
森
映
子
氏

の
「
改
易
さ
れ
た
大
名
」
を
参
考
に
し
て
み
て
み
る
と
『
土
芥
逡
追
記
』
の
評

価
と
連
動
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
松
平
忠
充
の
場
合
、
「
人
使
い
よ
ろ
し
か
ら

ず
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
改
易
の
理
由
と
な
っ
た
家
士
に
対
す
る
処
分
、

こ
の
他
に
も
松
平
忠
弘
の
場
合
に
も
「
家
中
騒
動
」
が
指
摘
さ
れ
お
り
、
ま
た
、

改
易
の
処
分
と
な
っ
た
理
由
も
家
中
騒
動
に
よ
る
家
国
の
政
治
不
良
、
本
多
正

利
の
場
合
は
「
女
色
」
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
改
易
の
処
分
と
な
っ
た
罪
な
き

は
し
た
め
を
こ
ろ
す
と
い
う
な
ど
の
よ
う
に
連
関
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
丹
羽

氏
音
の
場
合
、
若
年
の
た
め
に
評
価
自
体
は
少
な
い
が
、
上
記
で
見
た
よ
う
に

『
土
芥
激
騰
記
』
の
な
か
で
家
臣
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
ま
た
、
処
分

の
理
由
と
な
っ
た
家
臣
の
不
届
き
な
行
い
な
ど
は
連
動
し
て
い
る
所
が
見
ら
れ

る
。　

一
方
で
本
多
重
益
の
例
で
見
た
よ
う
に
『
土
芥
冠
儲
記
』
の
評
価
は
「
誉
れ

も
な
く
、
誹
り
も
な
く
」
と
い
わ
れ
改
易
の
理
由
と
な
る
御
家
騒
動
に
関
す
る

よ
う
な
直
接
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
読
み
込
め
ば
夏
野

へ
否
定
的
な
記
述
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
改
易
に
至
る
よ
う
な
人
間
性
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
直
接
的
に
は
改
易
の
理
由
に
な
る
記
述
の
連
関
は

見
ら
れ
な
い
。
ま
た
浅
野
長
点
と
小
笠
原
長
腎
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い

え
る
と
思
う
。

　
ま
た
松
平
忠
之
に
関
し
て
は
、
若
年
の
た
め
に
本
文
が
少
な
い
事
や
評
が
な

い
事
、
ま
た
丹
羽
氏
音
や
小
笠
原
長
胤
で
み
ら
れ
た
本
人
以
外
へ
の
評
価
・
提
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言
も
な
い
こ
と
か
ら
判
断
の
対
象
に
な
り
づ
ら
い
の
で
、
こ
の
事
例
に
関
し
て

は
保
留
し
た
い
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
『
土
芥
憲
離
記
』
と
処
分
の
理
由
の
問
に
若
干
の

連
動
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
一
方
で
必
ず
し
も
連
動
性
が
存
在
す

る
と
い
う
わ
け
で
な
い
と
事
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
わ
た
し
は
こ
の
『
土

芥
冠
雛
記
』
と
改
易
さ
れ
た
大
名
の
処
分
の
理
由
と
連
関
は
あ
る
の
か
と
い
う

問
題
意
識
か
ら
、
改
易
に
利
用
さ
れ
た
の
か
、
受
容
層
の
問
題
な
ど
手
が
か
り

に
な
れ
ば
と
考
え
た
が
、
こ
の
問
題
意
識
に
た
ど
り
着
く
前
に
多
く
の
前
提
作

業
の
不
可
欠
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
そ
の
前
提
作
業
を
捨
象

し
、
感
想
と
し
て
最
後
に
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
お
そ
ら
く
改
易
の
た

め
に
用
い
ら
れ
た
と
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
連
関
が
見
ら
れ

る
場
合
に
も
改
易
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
大
名
の
特
質
を
正
確

に
捉
え
た
も
の
か
、
今
回
の
自
身
の
作
業
の
中
で
も
目
に
か
か
る
事
が
あ
っ
た

訓
戒
的
な
要
素
の
影
響
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

【
参
考
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献
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